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第 1 章  序論  
















第 2 章  先行研究と問題の所在  














第 3 章  認知言語学を援用した文学読解指導法提案のための理論的枠組み  
本章では，文学と空間表現の関係性と空間表現の働きにまず焦点を絞り，空間表現
の身体性を重視した読みについて論じた。  










































第 4 章  空間表現の文法的理解に関する検討（実験Ⅰ）  
本章では，研究課題 1 を実施するにあたり，（１）13 回に渡る読解指導の結果，文学
教材において頻度の高い target word の得点値は上昇するか，（２）1 回の指導におい
て，空間表現の文法的理解は上昇するかについて検証した。  




の Alice’s Adventures in Wonderland（1865）である。  
第 2 節において，調査方法について述べた。調査協力者は，A 大学の英語教職課程
の科目「英米文学」を受講した 45 名である。調査材料は，（１）13 回の指導前・後に
実施した事前事後空間表現テスト 50 問中 36 問とした（以下，36 問事前事後空間表現
テスト）。36 問の答えは，使用教材で頻度が高い target word である of, in, at, on（1
語×9 問）である。36 問以外の 14 問は， target word を協力者に気づかせないための
問題である。ここで使用する 36 問事前事後空間表現テストは，英文に合う空間表現を




が形成されつつあると考えられる全指導回 13 回中 11 回目・12 回目指導で行った指導
直前・直後実施の空所補充テストを利用した。指導 11・12 回目で使用する英文から
150 words 程度を抜粋し，空間表現を選択肢から選んで書き入れる 10 問のテストであ
る。調査協力者が英文のみでは解答できない可能性があるため，英文に日本語訳を添
え，日本語訳から空間表現を推測できるように配慮している。  
 第 3 節の結果としては，（１）36 問事前事後空間表現テストの分散分析の結果，交互
作用は有意でなかった。上位・下位グループ間，事前・事後テスト間の主効果が有意
であった。（２）11 回目および 12 回目指導実施の事前事後テスト間で平均値の差に関
する対応ありの t 検定を行った結果，11 回目・12 回目ともに統計的な有意差が認めら
れた。考察としては，（１）36 問事前事後空間表現テスト結果で有意差が認められた点，
および（２）指導 11・12 回目 10 問空所補充テスト結果で，直前テストから直後テス
トの点が大幅に上昇した点から，読解指導が空間表現の文法的理解に好影響を与える
ことが見えてきた。指導 13 回中 11 回目・12 回目のテスト結果における理解度は，そ
れまでの空間表現指導の蓄積と該当回での指導効果に関連していると考えられた。   
 
第 5 章  空間表現に基づいた文学的な読みに関する検討（実験Ⅱ）  




第 1 節において，調査方法について述べた。調査協力者は，第 4 章で読解指導を受
けた調査協力者のうち，指導前後文学読解テストを受験し，最終回で学習ポートフォ












して，木下（2003）の修正ストラウス・グレイザー版 GTA（=Modified Grounded Theory 
Approach）を用いて，指導後テストを中心に概念抽出し，概念の関係性を探った。（２）
Upshur and Turner（1995），Turner and Upshur（2002）の EBB scale（Empirically 
derived, Binary-choice, Boundary-definition scale）を評価指標のガイドラインとし












フォリオ記述から抽出した。全 13 回のうち中間となる 7 回目指導では，劇活動におい
て様々な動きが見られた round について，協力者 6 名が記述していた。最終の 13 回目
指導の代表的な記述は down と up の関係性であった。劇活動において動作が見られた




至る者も出てきていた。全体 44 名のうち，35 名程度が空間表現から登場人物の心理
                                                   
1 カテゴリーを《  》で，各概念を〈  〉で囲んでいる。  









第 6 章  空間表現の身体化と文学的な読みの定着（実験Ⅲ）  
本章では，研究課題 3 を実施するにあたり，（１）指導項目であった target word の




第 1 節において，調査方法について述べた。調査協力者は，本稿第 4・5 章の検証に
参加した 44 名のうち，後期開講の 2 科目，英米文学に関係した科目とメディアに関係
した科目から，各々1 科目を選んで受講した 25 名を，読解指導を受けた実験群とした。
また，同 2 科目のどちらかを受講していた本稿第 4・5 章の検証に参加していない 16
名を統制群とした。なお，統制群は，空間表現に関する本読解指導を一切加えていな







ド版として出版された New Yorkers: Short stories の  ‘The Christmas Present’から抜
粋した。 ‘The Christmas Present’は，The Gift of the Magi のリトールド版である。
英文を読んで，登場人物の位置関係や動きと心理関係について自由記述する形式であ
る。また，（１）（２）（３）（４）に対して，実験群・統制群の回想インタビューを使
用した。インタビューは，実験群は 7 月実施の 36 問事後空間表現テスト結果を基に，
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統制群は先に使用した 36 問空間表現テスト結果を基に，上位・中位・下位に分けて各






られた。（２）実験群上位・中位には，指導項目であった target word 間での相互理解
のみならず，target word から non-target word への拡張が頻繁に見られた。Non-target 
word が既習事項であったとしても， target word により学習者の中で意味が相対化さ
れ，再構築されたと言える。このように，実験群上位・中位は， target word から他の
空間表現へと拡張させながら理解を進めている様子が見られた。（３）字義通りの文例
が多いため，心理説明をしたのは実験群上位・中位の 2 名であった。（４）文学読解テ
ストにおいて，あらすじ以外に以下 2 種類の記述が表れた。一つが，on や at などの空
間表現を記述の一部に取り上げて登場人物の心理に至った記述で，25 名中 9 名（上位
4 名，中位 2 名，下位 3 名）が記した。もう一つが，空間表現を取り上げていなくとも
空間表現が入った動作を起点として登場人物の心理に至った記述であり，25 名中 10









第 7 章  結論  
本論文の内容は研究課題に合わせると以下の 3 点にまとめられる。  
（１）本稿で挙げた空間表現の身体性を重視する読解指導は，空間表現指導の蓄積に
関連しながら，空間表現の文法的理解を導いた。  
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